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＜ライフステージ別＞
育児に関する休暇・休業制度の期間

妊娠 出産 １歳 ３歳 小学校 中学校

通勤緩和、休憩(P3)

超過勤務・深夜勤務免除(P3)

妊産婦健診(P3)

産後休暇(P3)

妻の出産休暇(P3)

子の保育時間
(P4)

育児休業(P4)

育児短時間勤務(P4)・育児時間(P5)

早出遅出勤務(P5)

深夜勤務免除(P5)

看護休暇(P5)

女性
対象

男性
対象

男女
対象

産前休暇(P3)

超過勤務免除(P4) 超過勤務制限(P5) 

＜その他＞

企業主導型保育施設（企業枠）の利用について(P6)
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介護に関する休暇・休業制度の期間

介護休業(P8)

介護短時間勤務・介護時間(P8)

早出遅出勤務(P8)

超過勤務免除・深夜勤務免除(P8)

介護休暇(P8)

※最長６か月 ※最長３年
介護が必要に
なったとき

介護が必要でなく
なったとき

※介護が必要でなくなった時点で終了する
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○女性対象の制度 ●男性対象の制度

育児・出産のための諸制度

＜妊娠がわかったら利用できる制度＞

○妊産婦の保健指導、健康診査のための休暇
→母体保護のため、市町村の保健指導や健康診査を受けるときは
それぞれ１日の範囲内で取得できます。

○通勤緩和
→妊娠中の女性職員について、交通機関の混雑が本人又は胎児の健康保持に影

響があると認められるときに与えられます。

○休憩
→妊娠中の女性職員について、業務が本人又は胎児の健康保持に影響があると

認められるときに与えられます。

○超過勤務・深夜業務の免除
→妊娠中の女性職員について、超過勤務及び深夜業務が免除されます。

○産前休暇
→出産予定日から８週間（多胎妊娠の場合は１４週間）前まで取得できます。

○産後休暇
→出産日の翌日から８週間（医師が認めた場合は６週間まで短縮可）取得しなけれ

ばなりません。

●妻の出産に伴う休暇
→男性職員の妻（事実婚でも可）が出産のため病院に入院した日から出産日の２週

間後までの間で、付き添いや出生の届出のために最大２日間取得できます。

4週間に1回

妊娠～ 24週 36週 出産 １年

2週間に1回 1週間に1回 医師または助産師の指示による

出産予定日（出産日）

産前休暇 産後休暇

８週間以内 ８週間（医師が認めた場合は申出により６週間まで短縮可）
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＜子が０歳～１歳になるまで利用できる制度＞

○●子の保育時間
→授乳や託児所の送迎などを行う必要がある場合、１日２回までそれぞれ３０分

取得できます。

＜子が０歳～３歳になるまで利用できる制度＞

○●育児休業
→子が３歳になるまで（非常勤職員は子が１歳になるまで）、育児のため勤務を休

むことができます。

※非常勤職員は雇用されて１年未満の職員・子が１歳６か月になるまでに雇用
期間が終了し契約更新の見込みがない職員は申出できません。

※無給ですが、育児休業給付金については別途雇用保険より、最長で子が２歳
になるまで（１歳に達した後は条件つき）支給されます。

○●超過勤務の免除
→子が３歳になるまで、超過勤務が免除されます。

＜子が０歳～小学校に入学するまで利用できる制度＞

○●育児短時間勤務
→子が小学校に入学するまで１日の勤務時間を３時間５５分又は４時間５５分に

短縮することができます。（常勤職員のみ利用可）

○●育児時間
→子が小学校に入学するまで（非常勤職員は子どもが３歳になるまでかつ勤務

時間が６時間以下の職員は除く）、 １日最大２時間の範囲内で育児のため勤務を
休むことができます。

勤務時間の始めまたは終わりにおいて３０分単位で取得できます。

７時間４５分通常の勤務時間

５時間４５分育
児

育
児

育児時間

８：３０ ９：００ １５：４５ １７：１５
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○●早出遅出勤務
→子が小学校に入学するまで、始業・終業時刻を繰り上げまたは繰り下げて勤務

することができます。
ただし、条件を満たす場合は小学校入学後も可能です。

また、休憩時間を４５分に短縮し、始業・終業時刻を繰り上げまたは繰り下げて
勤務することもできます。休憩時間の短縮については子の年齢制限はありません。

○●超過勤務の制限
→子が小学校に入学するまで、月２４時間を超える超過勤務が制限されます。

○●深夜勤務の免除
→子が小学校に入学するまで、深夜業務が免除されます。

＜子が０歳～中学校に入学するまで利用できる制度＞

○●子の看護休暇
→中学校入学前の子の看護(ケガ、または病気になった子の世話)や予防接種・

健康診断が必要となった場合、年１０日(子が２人以上いる場合は年２０日)取得で
きます。
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①企業枠の利用を各校
担当窓口へ申出る

企業主導型保育施設
（認可外保育施設）

共同利用する企業

（子ども、子育て拠出金を負
担している事業主）

北海道教育大学

③契 約

企業の従業員
本学教職員

②男女共
同参画推
進会議で審
議

④入園

※契約に伴
う経費負担
なし

＜利用の申出から契約までの流れ＞

4

○●企業主導型保育施設（企業枠）の利用

近年、認可保育所の入所が難しい状況を受け、本学では内閣府から企業主導型保育事業の助成を
受けている保育施設への入所にあたり、企業枠の利用をすることが可能となりました（令和元年９月
から）。
職員が利用したい保育施設がある場合、申出にあたっては必ず事前に施設見学を行ったうえで、早

めに各校担当窓口までご相談ください。具体的な契約内容は施設ごとに異なるため、職員から申出
があった場合は、個別に協議を行います。

※最新の企業主導型保育施設一覧は公益財団法人児童育成協会HPを参照ください。
(https://www.kigyounaihoiku.jp/)
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介護支援のための諸制度

5

※制度利用にあたって
対象家族が「要介護状態」である場合に制度を利用することができます。

◇「要介護状態」

負傷、疾病又は身体上若しくは精神上の障害により、２週間以上の期間にわたり常時介
護を必要とする状態のことで、要介護認定を受けていなくても、介護休業の対象となり得ます。

常時介護を必要とする状態については、判断基準が定められており、この基準に従って判
断することとなります（下記参照）。

介護のための諸制度を利用する場合は、原則対象家族が要介護状態にあること等を証明
する書類の提出が必要です。証明書類は「医師の診断書」等に限定されていませんが、要介
護状態にある事実を証明できるものを提出してください。

＜常時介護を必要とする状態に関する判断基準＞
※厚生労働省ガイドブックより

(https://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/pdf/ikuji_h27_12.pdf)
以下の【１】または【２】のいずれかに該当する場合であること。
【１】介護保険制度の要介護状態区分において要介護２以上であること。
【２】下記状態（1）～（12）のうち、２が２つ以上または３が１つ以上該当し、かつ、その状態が継続す

ると認められること。
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＜介護休業＞

→対象家族１人につき通算６か月（非常勤職員は９３日）の日数、最大３回まで介
護のため勤務を休むことができます。

※非常勤職員は雇用されて１年未満の職員・休業開始日から９３日を経過する

日から６月を経過する日までに雇用期間が終了し契約更新の見込みがない職員
は申出できません。

※無給ですが、介護休業給付金については別途雇用保険より支給されます。

＜介護短時間勤務＞

→対象家族の介護のため、 １日の勤務時間を最短４時間まで短縮することがで
きます。（１日の勤務時間が４時間以下の職員を除く）

対象家族１人につき、開始日から３年間で２回まで可能です。

＜介護時間＞

→対象家族の介護のため、連続３年の期間で１日最大２時間の範囲内で介護の
ため勤務を休むことができます。（１日の勤務時間が６時間以下の職員を除く）

勤務時間の始めまたは終わりにおいて３０分単位で取得できます。

＜早出遅出勤務＞

→対象家族の介護のため、始業・終業時刻を繰り上げまたは繰り下げて勤務す
ることができます。

休憩時間を４５分に短縮し、始業・終業時刻を繰り上げまたは繰り下げて勤務す
ることもできます。

＜超過勤務の免除＞

→対象家族の介護のため、超過勤務が免除されます。
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注意

※これらの育児及び介護の諸制度については、事前の申請が
必要となります。

また、必要となる条件を満たしていない場合や労働契約の内容
等によっては利用できないものもあります。

利用するにあたって不明な点は必ず事前に各校担当窓口まで
ご確認ください。

＜介護休暇＞

→対象家族の介護のため必要な場合、年１０日（対象家族が２人以上の場合は
２０日）まで取得できます。

＜深夜業務の免除＞

→対象家族の介護のため、深夜業務が免除されます。
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※ ヘルプマークとは

○外見からは配慮を必要としてい

ることが分かりにくい方の意思表

示を支援するためのものです。

○各自治体で導入しており、札幌

市・旭川市・釧路市・函館市・岩見

沢市のいずれも導入しています。
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